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　香北町の東端で物部川の北岸に階段状

に開かれた集落が猪野々である。

　鎌倉幕府初期、猪野六良藤原義房が関

東から猪野々を賜り、子孫が急傾斜地を

切り開き、集落を発展させたと伝えられ

る。猪野氏は、猪野々のほかに、柚ノ木

・長瀬・日裏古味・中ノ内（梅の久保）

・清爪・白石の７村の地頭を勤め、猪野

々城を構えて栄えた。１２代猪野民部正

義は、永正元年（１５０４年）山田基道に

攻められて、常陸国笠間の領主に仕えた。猪野右京範道の代、天文１８年（１５

４９年）土佐に移り、長宗我部国親に仕えて山田氏討伐に従軍し

て戦功があり、旧領の猪野々と清爪を賜ってこれを治めた。

　江戸時代初期の猪野々は、今多甚太夫勝俊の領地で、水に不

便なため、猪野々の西を流れる日比原川の『轟の滝』上流に堰

を築き、用水路を開いて、猪野曽・奈呂・初田・西浦へと送水

して水田化されている。総延長約３㎞の井溝が完成されたのは、

慶安５年（１６５２年）５月のことであった。長宗我部地検帳で

は、耕地５６７アールの内、水田は２４５アールであったが、元

禄地検帳では約５，３５０アールに耕地が急拡大、約１０倍となっ

ている。俸給が米で換算された時代だから、給料が１０倍になっ

たと考えると想像がつく。猪野々には、もう一つ「上井(うわゆ)」

と呼ばれる水路が、大久保・大奈呂を灌漑(かんがい)しており、

神賀林道脇の大奈呂神社入口に由来を記した記念碑がある。

　新神賀橋北方に見える尾根には、猪野氏の城跡がある。猪野

曽集落の水分地区から尾根筋を南下すると堀切が３カ所、小高

い丘が詰ノ段（本丸）で、２７ｍと１２ｍの規模を持ち、城八幡

が祀られ、南東角には井戸跡も残っている。二ノ段との間は８

ｍ幅の堀切で隔たれ、二ノ段には井ノ神を祀ってある。

（香美史談会）
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香美史

記訪探
第７回
猪野々井と
　　　　城跡
香北町猪野々井
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板
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集
後
記

編
集
後
記

編
集
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ジ
ョ
ウ　
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上井水路記念碑文

当浦山水路ハ　三百八十年ノ昔　甲

斐武田ノ流レヲクム　奈良屋市兵衛

ナル者　武田家再興ヲ断念シ其ノ軍

資金七千両ヲ以テ開削サレタルモノ

ト伝エラレ　爾来年毎ニ赤土ノアン

コ打チ工法ニヨッテ補修セシ来タガ

時代ハ変遷シ人口ノ減少ニヨリ維持

ガ困難トナッタノデ　昭和四十四年

土地改良区ヲ設立シ四ヶ年ノ継続事

業ニヨリ受益面積十七町一反六畝延

長三千七百米　工費一千五百七十万

円ヲ以テ　昭和四十七年ニ完成シタ

ノデアル　ココニ竣工ヲ記念シテ碑

ヲ建テ文ヲ刻ミ後世ニ伝エル　　

昭和四十八年十二月吉日　

　　　　　　　　　　浦山水利組合

猪野々城本丸跡と城八幡宮猪野々城本丸跡と城八幡宮猪野々城本丸跡と城八幡宮

　　作：國則　京花
（山田高校マンガ部）
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（協） （協）


